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3 入学生の学ぶ目標は１大きな希望と決意で鍛錬！

県立情報テクノロジー大学校の入
学式（専門課程）が、４月10日(金)
に同キャンパスで開かれました。
インドネシアからの留学生３名を

含め、1.6倍の競争を勝ち抜いた学
生達が、新たな学びをスタートさせ
ました。

鈴木麻美校長は式辞で『人生に無
駄な経験はない。努力したことは必
ず自分の力になる。本県産業を支え
るITプロフェッショナル人材として、
成長して欲しい』とエールを送りま
した。入学生を代表して中島さん
（霞ヶ浦高卒）は、「大きな希望と
決意をもって、鍛錬したい」と宣誓
し、式後「自分が育った茨城県を更
に発展させたい」と熱い胸の内を話
していました。

入学生の皆さんに、県立情報テクノロジ
ー大学校で学ぶ目標を書いてもらい、テキ
ストマイニングしてみました。
結果を見ると『IT技術』をキーワードに、

社会や産業振興等に役立てたい。更には、
セキュリティやデジタルデバイドなどの社
会課題を解決したいなどを目標としている
のが分かります。
川嶋さん（多賀高卒）は「茨城の産業を

活性化させたい」、大澤さん（下館一高
卒）は「DX化を先進的にサポートできるよ
うにしたい」、中島さん（勝田高卒）は
「IT技術を活用し現代社会の問題を解決し
ていきたい」と意欲的な目標が数多くあり、
頼もしく感じられました。

2勝工、土三で最多６人合格
4 インドネシア留学生
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入学生を代表して宣誓する中島（霞ヶ浦高卒）さん

式辞を贈る鈴木麻美学校長

本年度、インドネシアから３人の留学生
（インドネシア教育大学卒）が入学しました。

卒業後は、日
本のIT業界での
活躍を夢見る学
生達です。
ザキさんは

「小さい頃から
ITに興味があり
ました。今は、
セキュリティエ
ンジニアとして
活躍するため、
ここでしっかり
学びたい」と目
を輝かせていま
した。

情報テクノロジー大学校として、初めての入学生の皆さんを
出身高校別に下表のように整理してみました。
最多の入学生は、勝田工高、土浦三高の６人です。続いて、

多賀高、水戸工高、石岡一高の５人と続いています。
入学生の小林さん（勝田工高卒）は「今年、大学校化し、そ

の一期生となりたかったから」、木村さん（土浦三高卒）は
「情報系の分野を学びたいと考えており担任の先生から紹介さ
れたから」と志望理由を話しています。
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